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　総数 1,201 点、総重量 3,201g が出土している。石材は、ローフリ ・ーチャートと近在産のチャー







  被二次加工石器 
  刃こぼれのある石器（nibbled blade/bladelet）
　・Debitages：石刃












core - - - - - -
debitage △ ○ - - - -











　　  　       幾何学形石器（geometric tool）
　　    　     尖頭状石器（pointed tool）
  被二次加工石器
図 3　カーンメール遺跡の石器石材組成 図 4　カーンメール遺跡の
ローフリー・チャート石器組成










































































































　　   　    刃こぼれのある石器
　・Cores 
　・Debitages： 剥片
　　      　        石刃





























core - - ○ ○ ○ ○
debitage - ○ ○ ○ ○ ○






＜ Cylindrical type ＞
軸長に沿って一端から一端の幅が概ね均等なもの。断面は円形を呈すもので、軸長を最大径で
割った値が 0.6 以上のもの。
＜ Short barrel type ＞
軸長中央に直交する位置の幅が両端部より大きく、緩やかに張り出し、断面が円形と呈すもの
で、軸長を最大径で割った値が 1 未満のもの。
＜ Long barrel type ＞
軸長中央に直交する位置の幅が両端部より大きく、緩やかに張り出すもので、軸長を最大径で
割った値が 1 以上のもの。断面は円形を呈すものと楕円形を呈すものがある。
＜ Short bicone type ＞
軸長中央に直交する位置の幅が両端部より大きく、張り出した部分に稜をもち、断面が円形と
呈すもので、軸長を最大径で割った値が 1 未満のもの。
＜ Long bicone type ＞
軸長中央に直交する位置の幅が両端部より大きく、張り出した部分に稜をもち、断面が円形と
呈すもので、軸長を最大径で割った値が 1 以上のもの。
＜ Disc type ＞
軸長に沿って一端から一端の幅が概ね均等なもの。断面は円形を呈すもので、軸長を最大径で
割った値が 0.6 未満のもの。
＜ Globular type ＞
平面形及び断面形が円形を呈すもの。
ビーズ製作途上品の分類定義
＜ Long cubic type ＞
素材を初期段階で敲打により直方体に粗割り成形し、最終的に Long barrel type、Long bicorn 
type、Cylindrical type になるもの。
＜ Tablet type ＞
素材を初期段階で敲打により最終的にタブレット状に粗割り成形し、最終的に Short barrel type、
Short bicorn type、Disc type になるもの。
＜ Globular type ＞





　総数 38 点、総重量 45.6g のビーズ製作途上品が出土している。これらはすべて玉髄瑪瑙系石








































































































































































































































































































































































　総数 85 点、総重量 130.9g が出土している。これらには当遺跡にとって近在産石材である玉
carnelian agate quartz jasper lapis lazuli amazonite steatite
unfinished
long cubic ○ ○ - - - - -
unfinished
tablet ○ - - - - - -
unfinished
globular - - - - - - -















　第 2、3 節で取り上げた主要石材の両遺跡への推定搬入路を試験的に図示してみた（図 4）。
なお、マルダク・ベート（Mardak Bet）及びラータンプル（Ratanpur）はグジャラートに所在す
る玉髄瑪瑙系石材及びチャートの原産地である。
carnelian agate quartz jasper lapis lazuli amazonite steatite
unfinished
long cubic ○ ○ - ○ - ○ -
unfinished
tablet ○ ○ - - - - -
unfinished
globular ○ ○ - ○ - - -
































































　本稿執筆にあたり、上杉彰紀、小磯学、小茄子川歩、Randall Law、Vivek Dangi の各氏には貴
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